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研究成果の概要（和文）：本研究では、オーラルフレイルと栄養評価の１つである食品摂取の多様性得点との関
連を横断的に検討した。地域在住高齢者を対象に、田中らの基準を参考にオーラルフレイルの評価、食品摂取の
多様性得点等を評価した。統計解析の結果、口腔機能が健常な者と比較してプレオーラルフレイル群は約1.6
倍、オーラルフレイル群は2.8倍、食品摂取の多様性得点が有意に低いことが示唆された。以上のことから、高
齢期において食品摂取の多様性得点の活用はオーラルフレイルの状態を把握することに有用である可能性が推測
された。

研究成果の概要（英文）：We cross-sectionally examined the association between oral frailty and 
dietary variety score, one of the nutritional assessments. Oral frailty and dietary variety score 
were evaluated in community-dwelling elderly participants, referring to the criteria of Tanaka et 
al. The results of statistical analysis indicated that the pre-oral frailty group was approximately 
1.6 times more likely to have oral frailty and the oral frailty group was 2.8 times more likely to 
have significantly lower dietary variety score than those with healthy oral functions. These results
 suggest that the use of dietary variety score may be useful in understanding the state of oral 
frailty in old age.

研究分野： 口腔機能
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研究成果の学術的意義や社会的意義
健康長寿の延伸を目指すにあたり、口腔機能を良好に保ち栄養状態を維持することが重要である。本研究ではフ
レイル対策の１つであるオーラルフレイルに着目して栄養評価の１つとの関連を明らかにすることができた。食
品摂取の多様性得点は日常生活でも気軽に使用することができるツールであり、栄養バランスの見直しや口腔機
能低下に対する意識を持つきっかけとして有用であるため、本研究結果は学術的・社会的意義が大きいと考えら
れる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
食事の質の指標の一つである食品摂取の多様性は、高齢者の身体機能、認知機能等の維持に重

要であるとされている。栄養摂取に重要な役割である口腔機能が障害されることによって、食品
の摂取量や多様性が低下し、様々な栄養素の摂取が不足する。栄養素の不足は、身体機能の低下
や全身疾患に罹患するリスクが高くなるため、全身機能を維持する上で口腔機能の維持は必要
不可欠である。しかし、これまでの研究は複合的に構成される口腔機能に対して、単一の口腔機
能に着目して栄養状態との関連を検討した報告が多く、様々ある口腔機能の影響を考慮できて
いるとは限らない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、地域在住高齢者を対象に包括的口腔機能評価の１つである、オーラルフレイルの

重症度と食品摂取の多様性得点との関連を横断的に検討した。また、高齢期の口腔機能の維持は
健康寿命延伸に重要な役割を果たすが、多面性を有する口腔機能に着目して定期歯科受診との
関連を検討した報告はない。高齢者の口腔機能と栄養状態の理解を深める上で、包括的口腔機能
評価と定期歯科受診との関連を明らかにすることは必須であると考え、当初の研究計画を一部
変更してオーラルフレイルの重症度と定期歯科受診との関連について横断的に検討した。 
 
３．研究の方法 
(1) オーラルフレイルの重症度と食品摂取の多様性得点について 

2018 年に群馬県草津町で行われたコホート研究の一環として実施された高齢者健診に参加し
た 769 名のうち、データに欠損値のない 481 名（男性 198 名、女性 283 名、平均年齢 75.9±6.3
歳）を解析対象者とした。 
全ての参加者に対して、健診事業の説明を行い、研究参加の同意を書面にて取得した。本研究は、
東京都健康長寿医療センターの倫理員会の承認 (Issue#.3 in 2008, 2018 年迅 15)を受け実施した。
健診では、基礎情報、認知機能、身体機能、精神状態、既往歴、口腔機能を評価した。オーラル
フレイルは、田中ら(Tanaka, T et al., 2018)の基準を参考に、口腔機能評価 6 項目中、1-2 項目を
プレオーラルフレイル群、3 項目以上をオーラルフレイル群と定義した。食品摂取の多様性は、
食品摂取の多様性得点によって評価し、パーセンタイル値より 3 群にカテゴライズして評価し
た。オーラルフレイルの重症度と食品摂取の多様性得点の各食品項目との関係を Goodman–
Kruskal’s γ test で検討した。また、オーラルフレイルの重症度と食品摂取の多様性得点との関連
を検討するため、順序ロジスティック回帰分析を行った。 
(2) オーラルフレイルの重症度と定期歯科受診との関連 
東京都板橋区で開催された健診調査“お達者スタディ”に参加した 65 歳以上の高齢者 720 名

を対象に、基礎情報、認知機能、身体機能、口腔機能（オーラルフレイルの口腔機能評価 6 項目
中、1-2 項目に該当した場合をプレオーラルフレイル群、3 項目以上該当した場合をオーラルフ
レイル群）、定期歯科受診に関する項目は、自記式の質問票を用いて過去１年間の定期歯科受診
の有無を評価した。データに欠損値のない 590 名(男性 220 名, 女性 370 名; 平均年齢 73.3 ± 
6.4 歳)を解析の対象として、オーラルフレイルの重症度と定期歯科受診との関連を順序ロジス
ティック回帰分析にて検討した。全ての参加者に対して、健診事業の説明を行い、研究参加の同
意を書面にて取得した。本研究は、東京都健康長寿医療センターの倫理員会の承認（R1-JIN15）
を受け行った。 
 
４．研究成果 
(1) オーラルフレイルの重症度と食品摂取の多様性得点の各食品目との関係 
オーラルフレイルの重症度が高いほど、肉類、卵、大豆・大豆製品を毎日摂取している割合が

有意に少ないことが明らかになった（図１）。これら蛋白質を多く含む食品を避けることで、長
期的にはサルコペニアや身体的フレイルを引き起こす可能性もあると考える。全身機能の低下
を防ぐためには、調理法の工夫や調整により、あまり食べられない食品を取り入れることが重要
であると考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1. オーラルフレイルの重症度と食品摂取の多様性得点の各食品目との関係 
 
(2) 食品摂取の多様性得点とオーラルフレイルとの関連 
交絡因子を調整して順序ロジスティック回帰分析を行った結果、口腔機能が健常な者と比較

して、プレオーラルフレイル群、オーラルフレイル群に該当する者の方が、食品摂取の多様性得
点が有意に低いことが明らかになった（図 2）。本研究結果から、食品摂取の多様性得点による
栄養評価は、オーラルフレイルの重症度が栄養状態にもたらす影響を把握することに有用であ
る可能性が示唆された。新型コロナウイルスの影響により、調査事業の縮小・中止を余儀なくさ
れたため、今後は縦断研究によってオーラルフレイルと食品摂取の多様性得点との関連を明ら
かにしていく予定である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2. 順序ロジスティック回帰分析によるオーラルフレイルの重症度と食品摂取の多様性得点と
の検討 
 
(3)オーラルフレイルの重症度と定期歯科受診との関連 
口腔機能が健常な者と比較して、プレオーラルフレイル、オーラルフレイルに該当する者の方

は、定期歯科受診を回避することが明らかになった（図 3）。定期歯科受診による適切な歯科サ
ービスにアクセスできない者ほど、オーラルフレイルの潜在的リスクを抱えている可能性を示
唆するものである。今後は定期歯科受診とその背景因子についても詳細に検討していく予定で
ある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3. オーラルフレイルの重症度と定期歯科受診との関連 
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